


 
 
 

 

ཱི教୉学 社会情ๅ教育研究センター 

2021 ೧ౕ 活ಊๅ告書 

April 2021 - March 2022 

CSI Activity Report 

 
 
 
 

 
  



 

2 

໪次 Contents 
1 2021೧ౕの主な事業活ಊ ................................................................................ 3 
 

2 各෨会の事業計画および事業ๅ告 ................................................................... 6 
 

1） ੕ැ౹計෨会 ............................................................................................. 6 
 

2） 社会௒査෨会 ........................................................................................... 10 
 

3） ౹計教育෨会 ........................................................................................... 14 
 

3 資格支援事業 .................................................................................................. 19 
 

1） 社会௒査士 ............................................................................................... 19 
 

2） ౹計検ఈ .................................................................................................. 22 
 

4 教育支援事業 .................................................................................................. 23 
 

1) ਜ਼課科໪の開൅・఑供 ............................................................................. 23 
 

2) 各種コンテンツの開൅および改修 .......................................................... 24 
 

3) データサイエンス෯઒攻に関する自己఼検 ............................................ 24 
 

5 研究支援事業 .................................................................................................. 25 
 

1) ௒査研究コンサルティング ..................................................................... 25 
 

2) ଲ外࿊携活ಊ ........................................................................................... 26 
 

6 出൝෼ ............................................................................................................ 27 
 

7 ૌ織ਦおよび構੔メンバー ............................................................................ 28 



 

 

3 

1 2021 ೧ౕの主な事業活ಊ 

2021 ೧ 

4 月 

7 ೖ 社会௒査士資格申੧書ྪ൅ૻ 

21 ೖ ୊ 1 回 CSI センター運営会議 

 

5 月 

6 ೖ 社会௒査士実習科໪概གྷๅ告書・成果෼・ས修གྷ項൅ૻ 

13 ೖ コンサルティングଲ応（国際センター職員）（山口助教） 

17 ೖ IASSIST 出ੰ（オンライン開催）(～20 ೖまで)（出ੰ者：五十ཞ助教、∃橋助教） 

19 ೖ ୊ 2 回 CSI センター運営会議 

19 ೖ ୊ 1 回 CSI センター࿊ཙ会議 

31 ೖ コンサルティングଲ応（観光学研究科୉学院生）（五十ཞ助教） 

 

6 月 

1 ೖ 社会௒査士（キャンディデイト）資格・指ఈ科໪証໎書申੧受෉（～6 月 16 ೖ） 

16 ೖ コンサルティングଲ応（国際センター職員）（ᖝຌ助教） 

22 ೖ コンサルティングଲ応（ビジネスデザイン研究科୉学院生）（山口助教） 

24 ೖ ୊ 1 回社会௒査データ活༽セミナー「社会௒査データの使い๏・୵し๏」（講師：∃橋助教） 

26 ೖ ୊９回౹計研究会「グローバリゼーションとデジタル取引をとらえる౹計」（講師：ണ໼ 覚氏、ᓐຌ准教授） 

 

7 月 

1 ೖ  ニュースレター୊ 7 号൅行 

6 ೖ  グローバル教཈෯઒攻データサイエンスコースઈ໎会（౹計教育෨会) 

14 ೖ ୊ 3 回 CSI センター運営会議 

14 ೖ ୊ 2 回 CSI センター࿊ཙ会議 

29 ೖ コンサルティングଲ応（ビジネスデザイン研究科୉学院生）（山口助教） 

 

8 月 

11 ೖ NII ୴౲者との意見交換（社会௒査෨会) 

23 ೖ  「景気・格差໲ୌと౹計情ๅ」オンデマンドコンテンツナレーション収࿧（政ැ౹計෨会） 

24 ೖ  「景気・格差໲ୌと౹計情ๅ」オンデマンドコンテンツナレーション収࿧（政ැ౹計෨会） 
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2022 ೧ 

1 月 

13 ೖ ౨温市委୙業ແ଩合せ（政ැ౹計෨会） 

19 ೖ ୊ 7 回 CSI センター運営会議 

26 ೖ コンサルティングଲ応（経済学研究科兼೜講師）（ᖝຌ助教） 

 

2 月 

5 ೖ ୊ 10 回౹計研究会「生活時間౹計における国際దなガイドラインの検౾」（講師：水໼୫ ෤志氏） 

18 ೖ 「景気・格差໲ୌと౹計情ๅ」オンデマンドコンテンツナレーション収࿧（政ැ౹計෨会） 

26 ೖ ౨温市委୙業ແ଩合せ（政ැ౹計෨会） 

28 ೖ  研究紀གྷ『社会と౹計』୊ 8 号൅行 

 

3 月 

1 ೖ 社会௒査士資格 指ఈ科໪証໎書申੧受෉（～3 月 11 ೖ） 

2 ೖ ୊ 8 回 CSI センター運営会議 

2 ೖ   ୊ 4 回 CSI センター࿊ཙ会議 

2 ೖ 「景気・格差໲ୌと౹計情ๅ」オンデマンドコンテンツナレーション収࿧（政ැ౹計෨会） 

5 ೖ ౨温市委୙業ແ଩合せ（政ැ౹計෨会） 

12 ೖ ౨温市委୙業ແ଩合せ（政ැ౹計෨会） 

19 ೖ ୊ 11 回౹計研究会「ྫ࿪ 2 ೧国勢௒査の概གྷ」（講師：永井 恵子氏） 

22 ೖ 社会௒査士資格申੧書・ร更಩書受෉（～3 月 30 ೖ） 
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講    師：水໼୫ ෤志氏（๼海学園୉学 教授） 

参加人数：3 ໌  

 

〈୊ 11 回౹計研究会〉 

テーマ：「ྫ࿪ 2 ೧国勢௒査の概གྷ」    

開催ೖ時：2022 ೧ 3 月 19 ೖ（ౖ）13：00～14：30 

講    師：永井 恵子氏（૱ແ省 ౹計局） 

参加人数：20 ໌  

 

 
（４）2021 ೧ౕ事業を振りศって  

助教 1 ໌ର制で苦しい஦、E-ラーニング科໪の準ඍとナレーションの収࿧を進めた。教ແ事ແセンター、સ
カリと࿊携して、政ැ౹計෨会で初となるൔオンデマンド、ൔଲ໚演習をૌみ合わせた科໪（『景気・格差໲
ୌと౹計情ๅ』ஓୀ・新座）を 2 科໪準ඍし、2022 ೧ 9 月から運༽することになった。 
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2） 社会௒査෨会 

2021 ೧ౕ事業計画 
（１）社会௒査データアーカイブ（RUDA）プロジェクト 
1）データ整ඍ業ແ  
¾ 2020 ೧ౕまでに、寄୙されたデータセットのうち 64 データをクリーニングし、公開した。2021 ೧ౕでは、

さらに 3 データセットをクリーニングする。 
¾ 紙ഖରで寄୙された௒査データの஦で、研究資ྋとしての価஍が高いと൓இされるデータのు子データ化を

行う。 
¾ ཱི 教୉学の社会௒査士科໪ G（社会௒査を実際に経験し学習する科໪）で蒐集された、ྖదな社会௒査デー

タをଲ象に RUDA への寄୙伺いを行い、寄୙されたデータを収集し、公開する。 
¾ RUDA の海外への൅信ྙ強化および国಼の࿊ଵ強化に向け、国際基準である DDI（Data Documentation 

Initiative）フォーマットに基づくメタデータの作成を継କして行う。ಝにຌ೧ౕは社会௒査協会൅行の『社
会と௒査』に DDI に関するಝ集࿨ชを掲載する༩ఈであるため、改めて DDI の整ඍと情ๅ整ཀྵを行う。 

 
2）RUDA データのཤ༽ଇ進に向けた取りૌみ 
¾ 社会௒査データ活༽セミナーの開催：RUDA データの教育・研究ཤ༽をさらにଇ進するため、データのཤ活

༽に関するセミナーを開催する。以下の具ରదな取りૌみの成果をಁまえ、将པదにはアーカイブ୵索に関
する Web コンテンツの作成や、データཤ༽初心者でも活༽しやすいようサービスの整ཀྵを行い、より広൥
な RUDA データのཤ༽に向けた基൭構஛につなげることを૟ఈしている。 
• RUDA を஦心としたデータアーカイブのཤ活༽をテーマとするセミナーを೧に 1 回行う。 
• RUDA データをཤ༽した್次෾ੵのやり๏に関するセミナーを೧に 2 回行う。また、社会௒査をཤ༽し

た研究について情ๅ収集を行い、既ଚデータཤ༽の可೵性について見識を深め、RUDA の広ๅに還元す
る。その一環として、઎進దな研究൅නが行われる国際学会に参加する。 

 
3) アーカイブ事業の協ྙର制 

¾ DDI を基൭として、国಼外アーカイブとの࿊携事業を行い、より広൥な್次ཤ༽環境の整ඍ、そしてアーカ
イブ事業に関わる研究協ྙ基൭の構஛を行う。具ରదには以下の 2 つの事業を行う。 
• ૮互検索システムの構஛：RUDA と国಼外アーカイブでそれぞれが所༙しているデータを一元దに検索

することができるシステムを構஛し、໤དద・効ིదなデータ検索環境の整ඍを行う。 
• 研究協ྙ基൭の構஛：データアーカイブ運営の在り๏をテーマとする研究基൭を国಼外アーカイブとの

共ಋのもと整ඍし、国಼アーカイブ水準の改વに向けた研究൅信を行う。そのために઎進దな研究൅න
が行われる国際会議にて海外アーカイブ事情を確೟し、改વ案をໝ索する。 

 
（２）社会௒査士資格関࿊事業 
1）社会௒査士・઒໵社会௒査士科໪申੧の支援  

ૌ織会員として加೘している社会௒査協会にଲし、学಼における一元దな࿊ཙ੻೜者として、学෨・研究
科಼の学಼࿊ཙ੻೜者と࿊携して社会௒査士・઒໵社会௒査士カリキュラムの科໪申੧事ແを行う。また、
学෨・研究科がઅ஖する資格ଲ応科໪の೟ఈ申੧に関する૮஌受෉などの諸支援を行う。  
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2）社会௒査士・઒໵社会௒査士取ಚ申੧の支援 
教ແ事ແセンターと࿊携して学෨学生・୉学院学生の社会௒査士・઒໵社会௒査士資格取ಚ支援ର制を整

ඍし、取ಚ希๮者にଲする૮஌・申੧の受෉業ແを行うとともに、資格申੧に関する学಼広ๅを行う。2015
೧ౕ以降はଖ業者からの申੧受෉も可೵なର制を構஛している。また、教ແ事ແセンターと࿊携して 2012
೧ౕより಍೘した指ఈ科໪証໎書൅行システムの運༽を௪じ、資格取ಚ૮஌から申੧までの一貫した૯口業
ແを఑供する。 コロナの影響もあり、2020 ೧ౕは web を௪じての申੧を拡充した。この経験をಁまえ 2021
೧ౕは web 申੧の継କ可೵性について検౾する。 

 
（３）そのଠଲ外࿊携事業 
1) ICPSR（Interuniversity Consortium for Political and Social Research）の国಼ཤ༽協議会を௪じた会員機関

として、その所଄データཤ༽の学಼広ๅにつとめる。 
 
2) ICPSR ຌ෨が実施するサマープログラム（セミナー）、および ICPSR 国಼ཤ༽協議会が実施する夏季౹計

セミナー౵の活ಊに関する学಼広ๅにつとめる。  
 
（４）社会௒査フォーラムの開催 

౹計ద社会௒査のཀྵ࿨と๏๑に関する実ભྭの紹介を企図とするセミナー（社会௒査フォーラム）を、1
回開催する。具ରదには、外෨から社会௒査の経験がある研究者を招ᡊし、社会௒査の実際をテーマとする
研究会の開催を௪して、そのཀྵ࿨や๏๑を広く学ぶ機会をઅける。または、社会௒査データを活༽している
実ແ家をお招きし、活༽に至った経緯やその実ભと意義に関する講演会を開催する。 

 
（５）社会௒査に関わるコンサルティング事業 
1) 学಼研究者と୉学院学生にଲし、社会௒査の企画・અ計に関する૮஌、および౹計෾ੵに関する૮஌を受

け෉ける。コンサルティングଲ象期間を拡充することも検౾する。 
 
2) 学಼෨局にଲして、社会௒査の企画・અ計の諸๏๑に関する૮஌、および౹計෾ੵに関する૮஌を受け෉

ける。 
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2021೧ౕ事業ๅ告 
（１）ऀ会௒査データアーカイブ（RUDA）プロジェクト 
ཱི教୉学ऀ会௒査データアーカイブ（Rikkyo University Data Archive: RUDA）は、研究໪దや教育໪దの

್次෾ੵのため、以下のとおりデータセットを公開している。2021೧ౕは 2データセットを৿たに公開した。
また、৿規に公開された 2件のデータセットについて、国際ඬ६規格 DDI形式のメタデータを௧加公開した。 

 
〈2021೧ౕ 公開データセット：2件〉 

公開ೖ ௒査໌ 

2022೧ 1月 27ೖ コロナ禍のೖຌऀ会における意ࣟと行ಊに関する௒査 

2022೧ 1月 28ೖ ৿型コロナウイルス感ઝ঳のླྀ行下におけるਕ々の意ࣟと行ಊに関する௒査 

 
 
（２）セミナー・各झイベント開催 
 2021೧ౕは以下のセミナーを開催した。 
 
◆CSIऀ会௒査データ活༽セミナー 
 
〈୊ 1回〉 

テ ー マ：ऀ会௒査データの使い๏・୵し๏～データアーカイブ活༽๑～       

開催ೖ時：2021೧ 6月 24ೖ（໨） 17：30～19：00 

৖ ॶ：Zoomオンライン 

講 師：∃橋 かおり（ऀ会৚ๅ教育研究センター ঁ教） 

参加ਕ਼：35໌（学෨ਫ਼ 24໌、院ਫ਼ 11໌） 

 

〈୊ 2回〉 

テ ー マ：ऀ会௒査データの解ੵ 1 ～クロスॄ計/૮関係਼ฦ～                      

開催ೖ時：2021೧ 10月 27ೖ（ਭ） 17：30～19：00 

৖ ॶ：Zoomオンライン 

講 師：∃橋 かおり（ऀ会৚ๅ教育研究センター ঁ教）              

参加ਕ਼：7໌（学෨ਫ਼ 2໌、院ਫ਼ 4໌、教৮員 1໌） 

 

 

 

 

◆後援セミナー౵ 
 今೧ౕは୴౲教員の異ಊのため、ऀ会௒査フォーラムは஦止となった。ऀ会௒査士資格関࿊事業、ऀ会௒
査に関わるコンサルティング事業、そのଠଲ外࿊携事業（ICPSR）についてはพ౏記載する。 
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（３）2021 ೧ౕ事業を振りศって 
෨会業ແについては人員異ಊの関係もあり、௪常業ແから縮小して事業を行った。そのなかでも、国ཱི情ๅ

学研究所と行ったデータアーカイブに関する情ๅ交換や、IASSIST へのオンライン参加を௪じて、国಼外機関
のಊ向をஎる機会をಚた。また、『社会と௒査』୊ 27 号に RUDA の DDI への取りૌみに関する資ྋ࿨ชを掲
載するなど、学外への事業に関する情ๅ൅信を行った。 

次೧ౕ以降は、オンライン状況でಚたஎ見を活かしつつ、セミナー・フォーラム開催では場合に応じてଲ໚
に໯すી஖も検౾していきたい。 
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3） ౹計教育෨会 

2021 ೧ౕ事業計画 
（１）સ学共௪カリキュラム・オンデマンド授業の管ཀྵ・運営 

『社会௒査೘໵』の管ཀྵ・運営 
『社会௒査の技๑』の管ཀྵ・運営 
『データ෾ੵ೘໵』の管ཀྵ・運営 
『データの科学』の管ཀྵ・運営 
『ଡรྖ解ੵ೘໵』の管ཀྵ・運営 
『Introduction to Statistics 1』の管ཀྵ・運営 
『Introduction to Statistics 2』の管ཀྵ・運営 

これら 7 科໪の詳細は「オンデマンド授業」をご参照ください。 
 
（２）સ学共௪カリキュラム・オンデマンド授業༽教材の඲価と検証 

受講生の学習སྼデータ、モニター学生からのコメントなどをもとに、オンデマンド授業༽教材を඲価・検 
証する。 
 
（３）CSI ౹計セミナー、౹計検ఈଲ策セミナーの開催 

౹計検ఈ合格水準の౹計学に関するஎ識と活༽ྙを身に஥けるためのセミナー、および౹計検ఈの受験ガイ
ダンスを実施する。 
 
（４）౹計教育のための教材およびプログラムの新規開൅ 

社会から求められる人材育成のための、新たな教育プログラムや教材を開൅する。 
 
（５）౹計教育フォーラム・公開講演会の開催 

社会௒査や౹計関係の科໪୴౲者向けの FD を行う場としての౹計教育フォーラムや、౹計教育の開൅や推
進のための公開講演会の開催。 

 
（６）学外౹計教育関࿊行事への共催や後援 

スポーツデータ解ੵコンペティションをはじめとする学಼外での౹計教育関࿊の事業への関༫を௪じ、社会 
ద貢献を行う。 
 
（７）高୉࿊携プログラムの開催実施 

౹計やデータ活༽に関する高୉࿊携プログラムの開൅と実施を行う。 
 

（８）୉学間࿊携共ಋ教育推進事業への取ૌ 
拡୉൝ JINSE に参加して、加໏୉学と継କして౹計教育改વの活ಊを行う。 
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（９）データサイエンス෯઒攻の支援 
データサイエンス෯઒攻の支援を行う。 

 
 
2021 ೧ౕ事業ๅ告 
（１） オンデマンド授業・セミナー౵について 
 
◆સ学共௪カリキュラム・オンデマンド授業の管ཀྵ・運営 
受講者数は下記の௪り、そのଠの詳細はพ౏記載している。 
 

1. 『社会௒査೘໵』 受講者数：180 ໌  

2. 『社会௒査の技๑』受講者数：205 ໌ 

3. 『データ෾ੵ೘໵』受講者数：203 ໌ 

4.  『データの科学』 受講者数：204 ໌ 
5.  『ଡรྖ解ੵ೘໵』受講者数：79 ໌ 
6.  『Introduction to Statistics 1』受講者数：48 ໌ 
7.  『Introduction to Statistics 2』受講者数：41 ໌ 

 
 
◆CSI ౹計෾ੵセミナー 

CSI ౹計෾ੵセミナーは Blackboard を௪じてഓ信するオンデマンド型のセミナーである。既ଚの SPSS ౹
計解ੵ（Basic コース／SEM コース）および R ౹計解ੵ（基ຌコース／ଡรྖ解ੵコース）に加え、2018 ೧
ౕからは౹計検ఈଲ策セミナーコースのഓ信を行っている。 

 
 

【現在公開஦のコース】 
 

１．SPSS ౹計解ੵ（Basic コース） 

౹計解ੵソフト SPSS に関する基ຌಊ作を習ಚし、簡

ୱな౹計処ཀྵを行うための技術を身に஥ける。またಋ時

に、関࿊する౹計学の基ຌదな事項についても学習する。

基ຌ౹計ྖに加え、質దร数、ྖదร数に焦఼を絞り、

これらのร数をన઀に集計、解ੵをできるレベルの૤作

を行う。 

講 師：୉橋 ᔪଢ࿢ 

（઴ 社会情ๅ教育研究センター 助教） 

2021 ೧ౕౌ࿧者数：109 ໌ 

 

２．SPSS ౹計解ੵ（SEM コース） 

 ౹計解ੵソフト Amos に関する基ຌಊ作を習ಚし、

SEM によるモデル構஛と෾ੵ結果の確೟を行うための

技術を身に஥ける。またಋ時に、一ൢదによく༽いられ

るモデルの紹介を行い、それらの෾ੵを௪してモデル構

஛や඲価に習熟する。 

 

講 師：୉橋 ᔪଢ࿢ 

（઴ 社会情ๅ教育研究センター 助教） 

2021 ೧ౕౌ࿧者数：29 ໌ 
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３．R౹計解ੵ（基ຌ૤作コース） 

 ౹計解ੵ環境 R のಊ作に関して、R の起ಊからデー

タのฯଚ、श྅の࢕๏などの基ຌ૤作にसज़する。また、

スクリプトのॽき๏を௪じて、簡ୱなデータハンドリン

グの技ढ़をਐに஥ける。 

講  ୉橋 ᔪଢ࿢：ࢥ

（઴ ऀ会৚ๅ教育研究センター ঁ教） 

2021೧ౕౌ࿧ं਼：109໌ 

４．R౹計解ੵ（基ຌ૤作コース 2） 

・Rを࢘って 1ร਼のॄ計ができるようになる。 

・Rを࢘って 2つの࣯దร਼の関係੓を೼握する。 

・Rを࢘って 2つのྖదร਼の関係੓を೼握する。 

 

講  ୉橋 ᔪଢ࿢：ࢥ

（઴ ऀ会৚ๅ教育研究センター ঁ教） 

2021೧ౕౌ࿧ं਼：33໌ 

５．R౹計解ੵ（ଡรྖ解ੵコース１） 

୊ 1回 R/R Studioの࢘い๏ 

୊ 2回 ॑回帰෾ੵ 

୊ 3回 ෾ࢆ෾ੵ (1, 2གྷ因ࢂ加ं間ࣰ験) 

講  ୉橋 ᔪଢ࿢：ࢥ

（઴ ऀ会৚ๅ教育研究センター ঁ教）） 

2021೧ౕౌ࿧ं਼：44໌ 

６．R౹計解ੵ（ଡรྖ解ੵコース 2） 

୊ 1回 R/R Studioで因ࢢ෾ੵ  

୊ 2回 R/R Studioでクラスター෾ੵ  

୊ 3回 これまでのまとめ（ॡ学期/व学期） 

講  ୉橋 ᔪଢ࿢：ࢥ

（઴ ऀ会৚ๅ教育研究センター ঁ教） 

2021೧ౕౌ࿧ं਼：32໌

7．౹計検ఈଲ策セミナー 

●オリジナルテキスト 

●ಊ画（以下 18コンテンツ） 

・1ร਼データのགྷ༁ ・2ร਼データのགྷ༁ ・཯ࢆ型確ིร਼ ・༹々な཯ࢆ型確ིร਼ ・࿊କ型確ིร਼ 

・༹々な࿊କ型確ིร਼ ・ਬఈ ・฾ฑ均の区間ਬఈ ・฾ർིの区間ਬఈ ・฾෾ࢆの区間ਬఈ  

・仮ઈ検ఈとは、฾ർིの検ఈ ・฾ฑ均の検ఈ ・฾ฑ均の差の検ఈ ・న合ౕ検ఈ、ಢཱི੓の検ఈ ・෾ࢆ෾ੵ 

・ୱ回帰෾ੵ ・॑回帰෾ੵ ・਼නのಣखり๏ 

講  口 ੥一（ऀ会৚ๅ教育研究センター ঁ教）ࢃ：ࢥ

2021೧ౕౌ࿧ं਼：72໌ 

 

◆౹計検ఈガイダンス・ण験ଲ策セミナー 
ऀ会৚ๅ教育研究センターでは、౹計学सのサポートとして、ଲ໚での౹計検ఈガイダンスやण験ଲ策セミ
ナーをࣰࢬしている。2021೧ౕはコロナ禍のため、ॡ学期はガイダンスおよびଲ໚形ࣞのଲ策セミナーは஦
となり、व学期はࢯ 10月 8ೖにガイダンスのみ行った。Blackboardにおける CSI౹計検ఈଲ策セミナーは、
౹計検ఈ 2級および 3級のࢾ験ଲ策として、テキスト及びಊ画を改रしてഓ৶した。 

 
◆高校ਫ਼向け౹計教育セミナー 
2021೧ౕはコロナ禍のため、஦ࢯとなった。
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◆機械学習セミナー（೘໵ฦ） 
テ ー マ：機械学習セミナー（೘໵ฦ）        

開催ೖ時：2021 ೧ 12 月 1 ೖ（水） 17：10～18：50 

場 所：Zoom オンライン 

講 師：໵ీ 実（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

参加人数：61 ໌ 

 
◆機械学習セミナー（決ఈ໨ฦ） 

テ ー マ：機械学習セミナー（決ఈ໨ฦ）        

開催ೖ時：2021 ೧ 12 月 8 ೖ（水） 17：10～18：50 

場 所：Zoom オンライン 

講 師：໵ీ 実（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

参加人数：42 ໌ 

 
 

（２） 共催・後援セミナー౵ 

 
◆公開講演会 

テ ー マ：データサイエンス教育とキャリア 

開催ೖ時：2021 ೧ 12 月 10 ೖ（金） 17：00～19：00 

場 所：Zoom オンライン 

講 師：菅 ༟紀子氏（株式会社 Rejoui େන取గༀ、一ൢ社஄๑人データ 

サイエンティスト協会スキルఈ義委員、関੤学院୉学୉学院 

経営કྲྀ研究科兼೜講師、HBMS 県ཱི広ౣ୉学୉学院ඉ常勤講師） 

佐々໨ 宏（ຌ学経営学෨教授、キャリアセンター෨ௗ） 

参加人数：171 ໌ 

 

 
◆୊ 11 回スポーツデータ解ੵコンペティション 

౹計教育෨会では、ೖຌ౹計学会スポーツ౹計෾科会が主催している「スポーツデータ解ੵコンペティシ
ョン」への参加を希๮する、ཱི教୉学の個人参加の学生をチームとしてฦ成し、支援を行うべくର制を整え
ていたが、2021 ೧ౕは個人参加の学生からの申し込みは寄せられなかった。

 
◆職員向け情ๅリテラシー研修 

昨೧ౕに引きକき 2021 ೧ౕも、教ແ෨より依བを受け、ຌ学職員に向けた౹計研修を行った。 
 

開催ೖ時：2021 ೧ 8 月 31 ೖ（火）13：00～16：00 

主 催：ຌ学人事課 
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場 所：12 号館 2 階会議室 

講 師：山口 ࿪൥（経営学෨ 教授） 

テ ー マ：今චགྷとされる౹計ద思考ྙ 

ଲ 象：ຌ学職員 

 
（３）オンデマンド科໪の新規作成および改修 

2021 ೧ౕは「社会௒査೘໵」の英語൝コンテンツの作成を行った。 
 
（４）データサイエンス෯઒攻支援 

7 月 6 ೖにグローバル教཈෯઒攻のઈ໎会にて、データサイエンスコースについてઈ໎を行った。また、関
࿊した NEWS LETTER（Vol.7、Vol.8）を൅行した。 
 
（５）2021 ೧ౕ事業を振りศって 

今೧ౕは「社会௒査೘໵」の英語化を行った。これは「Introduction to the Social Survey」という科໪໌で
2022 ೧ౕから開講される༩ఈとなっている。また、昨೧ౕはコロナ禍で行うことがೋしかった౹計検ఈのガ
イダンスを秋学期に行った。そのଠ、昨೧ౕに新規に始まった「機械学習೘໵セミナー」の෰習・କฦとな
るセミナーを 2 回行った。今後も学಼外との࿊携の下、౹計教育෨会での౹計教育の質ฯ証と一૜の充実の
ための活ಊを継କする。 
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3 資格支援事業 

1） 社会௒査士 

「社会௒査士」と「઒໵社会௒査士」は、いずれも一ൢ社஄๑人社会௒査協会が೟ఈするものであり、社会
௒査のஎ識と技೵を༙する઒໵దな人材の育成を໪దとして作られた資格である。 

社会情ๅ教育研究センターでは、社会௒査෨会の助教が資格ଲ応カリキュラム಍೘学෨・学科・研究科すべ
ての࿊ཙ੻೜者となり、学生の資格取ಚや各学෨・学科の೟ఈ科໪申੧の支援を行うなど、ཱི教୉学಼の社会
௒査士資格にかんする૯口業ແを୴っている。 
 
◇社会௒査士・઒໵社会௒査士 資格制ౕ参加学෨・研究科 

・સ学共௪カリキュラム運営センター（オンデマンド授業） 
・社会学෨ સ学科 
・経済学෨ સ学科 
・経営学෨ સ学科 
・観光学෨ 交ླྀช化学科 
・コミュニティෳ祉学෨ コミュニティ政策学科 
・現େ心ཀྵ学෨ 心ཀྵ学科 
・୉学院 社会学研究科 
・୉学院 コミュニティෳ祉学研究科 

 
〈資格申੧〉 

2021 ೧ౕの社会௒査士・社会௒査士（キャンディデイト）・઒໵社会௒査士の資格申੧・資格取ಚ者数は以
下の௪りである。 

 
社会௒査士 資格申੧者数： 83 ໌（2022 ೧ 3 月申੧෾） 
઒໵社会௒査士 資格申੧者数：2 ໌（2022 ೧ 3 月申੧෾） 
社会௒査士（キャンディデイト）資格取ಚ者数：131 ໌（春学期 72 ໌・秋学期 59 ໌） 

 

（2022 ೧ 3 月 31 ೖ時఼）
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◆ຌ学における社会௒査士資格ならびにキャンディデイト資格申੧の推移  

【社会௒査士申੧者数の推移（2022 ೧ 3 月）】 

 

  
 
【学෨学科พ社会௒査士・઒໵社会௒査士申੧者数（2022 ೧ 3 月）】 
 

 
 

上記のグラフは、2010 ೧ౕから 2021 ೧ౕまでの、社会௒査士の申੧者数の推移、移ಊฑ均を示したもので
ある。また、2021 ೧ౕ学෨学科พの社会௒査士、および઒໵社会௒査士の申੧者数は上記නのとおりである。 
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2） ౹計検ఈ 

一ൢ財஄๑ਕ౹計࣯ฯৄਬ਒協会क催による౹計検ఈは、2021 ೧ౕは、ॡ季 6 月、व季 11 月の 2 回ࣰࢬさ
れた。ただし、学಼でのಝઅ会৖ण験はࣰࢬしていない。౹計検ఈは、ช෨科学঴およびೖຌ学ढ़会議による
｢୉学教育の෾໼พ࣯ฯৄ｣の一環としてࣰࢬされたࢾ験であり、౹計教育の࣯ฯৄとの関࿊で位஖づけられる。
ऀ会৚ๅ教育研究センターでは 2011 ೧ౕよりण験の案಼から౹計検ఈଲࡨセミナー開催にࢺるまで、౹計検
ఈण験ंにଲする一元దなࢩ援を行っている。 
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4 教育支援事業 

1) ਜ਼課科໪の開൅・఑供 
  2021೧ౕも引きକきસ学共௪カリキュラムのオンデマンド授業「社会௒査೘໵」・「社会௒査の技๑」・「デ
ータ෾ੵ೘໵」・「データの科学」・「ଡรྖ解ੵ೘໵」・「Introduction to Statistics1」・「Introduction to Statistics2」
の運営を行った。なお、これら 7科໪は社会௒査士資格೟ఈ科໪となっている。 
 
◆社会௒査೘໵ 
【 ୴ ౲ 者 】  五十ཞ 彰（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【教育コーチ】 ∃橋 かおり（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【授業の໪ඬ】 社会௒査の意義と諸ྪ型に関する基ຌద事項をཀྵ解し、資ྋやデータの収集から෾ੵまでの諸過ఖに 

関する基ેదな事項について概ઈする。社会௒査士資格೟ఈ科໪「A」にଲ応。 

【受講者数】   180໌ 

授業಼༲はシラバスを参照のこと。 

 

◆社会௒査の技๑ 
【 ୴ ౲ 者 】 山口 ੥一（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【教育コーチ】 ∃橋 かおり（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【授業の໪ඬ】 社会௒査の技๑దなଈ໚に஭໪し、௒査の企画・અ計からデータの収集と੖ཀྵに関する具ରదな๏๑

について解ઈする。社会௒査士資格೟ఈ科໪「B」にଲ応。 

【受講者数】   205໌ 

授業಼༲はシラバスを参照のこと。 

 
◆データ෾ੵ೘໵ 
【 ୴ ౲ 者 】 山口 ੥一（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【教育コーチ】 ໵ీ 実（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

【授業の໪ඬ】 社会௒査データの෾ੵの基ຌదなஎ識を修ಚし、データの記述や簡ୱな್ร数の関࿊を෾ੵし、結果

をన઀に੖ཀྵできるようになる。社会௒査士資格೟ఈ科໪「C」にଲ応。 

【受講者数】 203໌ 

授業಼༲はシラバスを参照のこと。 

 

◆Introduction to Statistics 1 
 【 ୴ ౲ 者 】 山口 ࿪൥（経営学෨ 教授）、ドイ・ジミー（ཱི教୉学 兼೜講師） 

 【教育コーチ】 なし 

 【授業の໪ඬ】  社会௒査データの෾ੵの基ຌదなஎ識を修ಚし、データの記述や簡ୱな್ร数の関࿊を෾ੵし、結果

をన઀に੖ཀྵできるようになる。社会௒査士資格೟ఈ科໪「C」にଲ応。 

 【受講者数】  48໌ 

  授業಼༲はシラバスを参照のこと。 
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◆データの科学 
【 ୴ ౲ ं 】 山口 ੥一（ऀ会৚ๅ教育研究センター ঁ教） 

【教育コーチ】 ໵ీ ࣰ（ऀ会৚ๅ教育研究センター ঁ教） 

【द業の໪ඬ】 ऀ会について考え、課ୌを解決するಕ具としてऀ会௒査データ෾ੵを位஖づけ、データを༽いてਬ࿨

や仮ઈを検ৄするためのघ๑をରಚする。ऀ会௒査ࣁ࢞格೟ఈ科໪「D」にଲ応。 

【ण講ं਼】  204໌ 

द業಼༲はシラバスを参লのこと。 

 

◆Introduction to Statistics 2 
 【 ୴ ౲ ं 】 山口 ࿪൥（経営学෨ 教द）、ドイ・ジミー（ཱི教୉学 兼೜講ࢥ） 

 【教育コーチ】 なし 

 【द業の໪ඬ】 ऀ会について考え、課ୌを解決するಕ具としてऀ会௒査データ෾ੵを位஖づけ、データを༽いてਬ࿨

や仮ઈを検ৄするためのघ๑をରಚする。ऀ会௒査ࣁ࢞格೟ఈ科໪「D」にଲ応。 

 【ण講ं਼】   41໌ 

  द業಼༲はシラバスを参লのこと。 

 
◆ଡรྖ解ੵ೘໵ 
【 ୴ ౲ ं 】 ᖝຌ ਇ一（ऀ会৚ๅ教育研究センター ঁ教） 

【教育コーチ】 なし 

【द業の໪ඬ】 データにઞむ॑གྷな৚ๅを໎らかにする๏๑としてଡรྖ解ੵを位஖づけ、基ຌదな考え๏、େනద

なघ๑、およびऀ会における活༽๑をཀྵ解する。ऀ会௒査ࣁ࢞格೟ఈ科໪「E」にଲ応。 

【ण講ं਼】  79໌ 

द業಼༲はシラバスを参লのこと。 
 

2) 各झコンテンツの開൅および改र  

◆オンデマンドद業コンテンツの英語化および改र  
2021 ೧ౕは『ऀ会௒査೘໵』の英語൝コンテンツ作੔を行った。ೖຌ語コンテンツを元にຍ༃作業を行

い、その後ネイティブのナレーターによるナレーションफ࿧、教材に含まれるビデオインタビューのखり௜
しを行い、2022೧ 2月に೴඾された。 

 

3) データサイエンス෯઒攻に関するࣙ己఼検   
◆ࣙ己఼検とその結果の公න 

2021೧ౕも各学෨、સ学共௪カリキュラム運営センターと協ྙの৏、ࣙ己఼検を行い、その結果を公න

する。また、৿たな೟ৄ੏ౕの検౾を行い、2022೧ౕから開࢟༩ఈとなった。 
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2) ଲ外࿊携活ಊ 

◆社会௒査協会 
一ൢ社஄๑人社会௒査協会と࿊携し、ಋ協会が実施する講習会事業の開催協ྙを行っている。2021 ೧ౕは

コロナ禍のため講習会が஦止となり、ྭ೧行っていた開催協ྙは行わなかった。 
 

◆ICPSR（ຌ෨および国಼ཤ༽協議会） 
ICPSR（Inter-university Consortium for Political and Social Research：政治・社会௒査のための୉学間コ

ンソーシアム、ຌ෨：ミシガン୉学 社会௒査研究所）は、社会科学に関する௒査の個ධデータを世界各国や
国際ૌ織から収集・ฯଚし、それらを学術໪దでの್次෾ੵのために఑供する世界最୉級のデータアーカイ
ブである。ཱི教୉学は、国಼ཤ༽協議会（ハブ機関：౨京୉学社会科学研究所෡଒社会௒査・データアーカ
イブ研究センター）を௪じて加໏している ICPSR の会員機関である。 

社会情ๅ教育研究センターでは、2021 ೧ౕも ICPSR のデータアーカイブ機೵のཤ༽についての学಼広
ๅ、およびサマープログラムの学಼告எを行った。コロナ禍のため、ICPSR ຌ෨が実施するサマープログ
ラムはસてオンラインでの開催となったが、ຌ୉学からの出ੰ者はなかった。また、ຘ೧ ICPSR 国಼ཤ༽
協議会が実施する夏季౹計セミナーについても、2021 ೧ౕは஦止となった。 
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6 出൝෼ 

z 『ೖຌの公ద౹計・౹計௒査 ୊ 2 ൝』 

z NEWS LETTER（Vol. 7、 Vol. 8） 

z 社会情ๅ教育研究センター研究紀གྷ『社会と౹計』（୊ 8 号） 
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《社会௒査෨会》 

■෨会リーダー  

岩間 暁子（社会学෨ 教授）  

■෨会メンバー  

஦ᖔ 渉（社会学෨ 教授）  

高໨ 恒一（社会学෨ 教授）  

五十ཞ 彰（社会情ๅ教育研究センター 助教）  

∃橋 かおり（社会情ๅ教育研究センター 助教）  

小松 恵（社会情ๅ教育研究センター リサーチアシスタント） 

宮ᖔ ಠ史（社会情ๅ教育研究センター リサーチアシスタント） 

益子 亜໎（社会情ๅ教育研究センター リサーチアシスタント） 

 

 

《౹計教育෨会》 

■෨会リーダー  

山口 ࿪൥（経営学෨ 教授）  

■෨会メンバー  

છ໼ ྛ子（現େ心ཀྵ学෨ 准教授） 

ీ஦ ૳（経営学෨ 助教） 

山口 ੥一（社会情ๅ教育研究センター 助教）  

໵ీ 実（社会情ๅ教育研究センター 助教） 

 

 

《社会情ๅ教育研究センター事ແ局》 

小ઔ ྀ秀（情ๅ企画室 課ௗ） 

໨ీ 英樹（情ๅ企画室 課ௗึ佐） 

兼஛ ໽࿪（情ๅ企画室 課員） 

小山ీ 基香（社会情ๅ教育研究センター 教育研究コーディネーター） 

઴ઔ 志௣（社会情ๅ教育研究センター 教育研究コーディネーター） 

಼河 真༟ඔ（社会情ๅ教育研究センター事ແ局） 

笹沼 みずほ（社会情ๅ教育研究センター事ແ局） 

 




